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回答項目 件数 ％ 回答項目 件数 ％ 回答項目 件数 ％
1：理学部 16211．0％ ll：原エネ研 20 L4％21：放同セン 7 O．5％
2：医学部 103 7．0％12：木材研 16 L1％22：ヘリ核セン 9 O．6％
3：附属病 86 5．8％13：食糧研 22 L5％23：放生セン 8 0．5％
4：薬学部 43 2．9％ 14：防災研 40 2．7％ 24：環境セン 3 0．2％
5：工学部 43529．5％ 15：基礎研 13 0．9％ 25二情報セン 3 O．2％
6：農学部 175lL9％16：ウィルス研 18 1．2％ 26：超高セン 10 0．7％
7：演習林 6 O．4％ 17：数理研 15 1．0％ 27：遺伝子 2 0．1％
8：教養部 71 4．8％ 18二原子炉 72 4．9％ 28：生体セン 13 0．9％
9：化学研 72 4．9％ 19：保健セン 2 O．1％ 29：医療短 20 L4％










































回　答　項　目 1位　！位％ 2位　2位％ 3位　3位％全体　全体％
O：無記入 2　0。1％ 6　0．4％13　0．9％ 21　0．5％
1：図書 84　5．7％254　17．2％248　16．8％586　13．3％
2＝雑誌 1141　77．5％197　13．4％77　5．2％1415　32．O％
3二学位論文 2　0．1％ 9　0。6％33　2．2％ 44　1．O％
4：プレプリント 40　2．7％ 96　6。5％ 61　4．1％197　4．5％




9：目録書誌 0　0．0％ 2　0。1％10　0．7％ 12　0。3％
10：レビュー誌 17　L2％217　14．7％199　13．5％433　9．8％













3：学位論文 2　0．1％ 9　0．6％16　1．1％ 27　0．6％
4：プレプリント 130　8．8％141　9．6％ 76　5．2％347　7．9％








13：電子ネットワーク 27　1．8％ 43　2．9％ 43　2．9％113　2．6％
14：ディスカッション 132　9．0％183　12．4％218　14．8％533　12．1％
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1473　100％
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　7（利用内容）：あなたが最もよく利用しているデータベースの内容はどのようなものですか。次の中
　から該当する数字を1つ選んで下さい。私費・公費の別、端末の設置場所は問いません。
　　　　　　　　　　　　　9：その他（L6％）　　　　0：無記人（1．2％）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1：学術論文の牽引（30．1％）　　　　　　　　　　　　　　　　　　8
1：雛響講☆
4：学術論文の目次（10。6％）　　4　　23：学術論文の全文（3．7％）＼へ　3　　2：輪論文。）抄録（19．3％）
8　ほとんど利用しない（26．3％）　　　　　　　9
7：雑誌の目録（2。2％）　　　　　　　　　　　　　　　1
皿　電子メディア　8（問題点）
回　答　項　目 件数　百分率
0：無記入 82　　6％
1：費用がかかる 363　　25％
2：レスポンスが遅い 32　　2％
3：操作が煩わしい 236　　16％
4：手続きが煩わしい 84　　6％
5：端末が近くにない 279　　19％
6：必要データベースがない 133　　9％
7：問題なし 183　　12％
8：その他 81　　5％
合　　　　　計 1473　100％
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　字を1つ選んで下さい。
　　　　　　　　　　8：その他（5．5％）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8
　　7：間題なし（12．4％）　　　　　　　　　　　　　　　　　7
　　　　　　　　　　／　　6
　　　　　　　　　（9．0％）
　　　　　　　　　　　　　　　　　5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　／
5∴器∴）＿／
8
6：必要データベースがない
（問題点）ニデータベースの利用上で、問題があると思われることについて、次の中から該当する数
　　0：無記入（5．6％）
　　　　　1：費用がかかる（24．6％）1
　　　2　　　　　＼3　　　　2：レスポンスが遅い（2．2％）
＼二操イ乍が煩わしし、（1色，％）
㎜　電子メディア　9（情報要求）
回　　答　　項　　目
0：無記入
1：新刊情報
2：新着雑誌のリスト
3：新着雑誌の目次
lil際綴
1鵜量騰なコ・ユニケーシ・聯
??? 計
件数　百分率
25
49
24
395
533
215
49
106
52
25
??????????? ??
1473　　　100％
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9（情報要求）＝現在の図書館資料やサービスが、もしも電子メディアで利用できるとしたら、どのよ
　うなものを最も必要としますか。次の中から該当する数字を1つ選んで下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0’無記人（L7％）
6：図書の目録i青報（33％）＼89
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12　　　　　　　3：新着雑誌のII次（26。8％）　　　　　　　　　　　　＼　　7
5：論文の全文（14．6％）
6
5 3
4
4二新着雑誌の抄録
（36．2％）
IV　電子ファイリングシステム
IV　電子ファイリングシステム　10（E　F　S〉
回　答　項　目 件数　百分率
0：無記入 12　　1％
1：ぜひ利用したい 640　　43％
2：機会があれば利用する 472　　32％
3：条件次第で使用するだろう 303　　21％
4：利用する事はほとんどないだろう 46　　3％
合　　　　計 1473　100％
10（EFS）：電子ファイリングシステム（以下EFSと略す）についてお尋ねします。このシステムは、
　附属図書館が収集している理工系外国雑誌センターの雑誌の、目次と各論文の第1ページを画像デー
タとしてデータベース化し、KUINSを通じてオンライン検索に供するものです。なお、論文の全文に
ついてはファックスで提供いたします。平成2年度末に試験的な導入をめざしています。
　このシステムが導入された場合、あなたは利用しますか。次の中から該当する数字を1つ選んで下さ
い○
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???利用する事はほとんどないだろう（3．1％） 0：無記人（0．8％）
条件次第で利用するだろう。 4
（20．6％）
3
1 1：ぜひ利用したい（43．4％）
2
　　　　　　　　　　　／
2：機会があれば利用する（32．0％）
IV　電子ファイリングシステム　11（必要条件）
回　　　答　　　項　　　目 件数　百分率
0：無記入 26　　2％
1：自分の研究室の端末から利用できること 7！5　　49％
2二操作が簡単であること 354　　24％
3二利用申請が簡単であること 106　　7％
4：マニュアルが整備されていること 82　　6％
5：タイム・ラグ（雑誌新着からシステム入力までの時間）が少ないこと 151　　10％
6：その他 39　　3％
合　　　　　　　　　計 1473　100％
11（必要条件）：あなたがEFSを利用するにあたって、最も必要な条件は何ですか。次の中から該当
　　する数字を1つ選んで下さい。
　　　　　　　　　　　　6：その他（2．6％）　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　少ないこと（103％）
　　　　されていること（5．6％）　　3
　　　　あること（7．2％）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
2：操作力、簡単であること（24．。％）／
5 タイム・ラグが一
4マニュアノレが整備凱4
3：利用申請が簡単で／
：無記入　（L8％）
　1
　　　　　　＼1：研究室の端末から
　　　　　　　　　　利用できること（48．5％）
一18一
12（希望誌）＝EFSの入力の対象にしてほしいとお考えの資料名を「自然系の外国雑誌」および「そ
　れ以外の雑誌、その他の資料」について、それぞれ3つまで具体的にお轡き下さい。なお、恐縮です
　が誌名はなるべく正確にお書き下さるようお願いします。
（注：雑誌は附属図書館で所蔵しているか否かを問いません。なお、理・1二学系外国雑誌センターの所
　蔵目録が、各部局の図書室等にございます。ご参照下さい，、）
　自然系の外国雑誌以外の雑誌、その他の資料について、多くの回答をいただいた。和雑誌と外国
雑誌は、ほぼ相半ばした，，希望が比較的多かったのは、「Nature」「Sciellce」のような一般的な
ものと、逆に入手の困難な会議録関係のものの2種類であった。京都大学に所属する雑誌をEFS
に入力するのではなく、他機関にしかないものこそ対象にすべきだという回答もいくつかみられた。
　実用的な「時刻表」「市外電話番号簿」の希望もあり、図書館側で」今測していなか・）た利用方法
がいくつかよせられた。今後、電子ファイリングシステムによるサービスの拡大の際に参考とさせ
ていただきたい。
13（その他）：附属図書館の情報サービス、あるいはEFSの人力対象、1と1について、意見等ございまし
　たらお書き下さい。
　最後のその他全般に対する意見は、全部で235件寄せられた。内容は、電1㌃ファイリングシステ
ムについてのものがやはり多くて175件あり、次いで図書館サービスに関するものが52件、その他
8件であった。
　電子ファイリングシステムに対する意見としては、収録誌に対する希望が6（1件と最も多く、次い
で端末システムに関するものが25件、接続ソフトに関するものが17件、サービス内容に関するもの
が16件、費用に関するものが9件などとなっている。全体的に、どのようなものが収録されるのか
と、どうしたら使えるのかについての質問が多く見られた。利用することはないだろうとの意見も
8件よせられ、資料の一極集中化に対する懸念もよせられている。
　図書館サービスに対する意見としては、もっと多くのデータベースを提供してほしいというもの
が、15件で最も多かった。次いで、図書館で行っている各種サービスについて、広報にカをいれる
べきだという意見が12件、コピーサービスに関するものが7件、電子メディアヘの対1，じばかりでは
なく、文献そのものの充実に力をいれるべきだというものが6件あった。、利用できる資料がない、
資料を迅速に整理してほしいという厳しい指摘もあった反面、図書館のサービスに対する感謝の意
見も2件いただいた。
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12（希望誌　自然系の外国雑誌） 全誌名1127、点
雑　誌　名
NATURE
PHYSICAL　REVIEW
SCIENCE
PHYSICAL　REVIEW　LETTERS
JOURNAL　OF　BIOLOGICAL　CHEMISTRY
JOURNAL　OF　THE　AMERICAN　CHEMICAL　SOCIETY
PROCEEDINGS　OF　THE　NATIONAL　ACADEMY　OF　SCIENCES　OF　USA
CELL
JOURNAL　OF　CHEMICAL　PHYSICS
JOURNAL　OF　GEOPHYSICAL　RESEARCH
JOURNAL　OF　APPLIED　PHYSICS
JOURNAL　OF　PHYSICAL　CHEMISTRY
BIOCHEMISTRY
PHYSICS　LETTERS
CANCER　RESEARCH
NUCLEAR　PHYSICS
JOURNAL　OF　FLUID　MECHANICS
PHYSICS　OF　FLUIDS
EMBO　JOURNAL
WATER　RESOURCES　RESEARCH
JOURNAL　OF　ORGANOMETALLIC　CHEMISTRY
THIN　SOLID　FILMS
BIOCHIMICA　ET　BIOPHYSICA　ACTA
JOURNAL　OF　PHYSICS
MACROMOLECULES
APPLIED　PHYSICS　LETTERS
PHYSICA
PLANT　PHYSIOLOGY
TETRAHEDRON　LETTERS
JOURNAL　OF　HYDROLOGY
JOURNAL　OF　POLYMER　SCIENCE
JOURNAL　OF　IMMUNOLOGY
NUCLEAR　INSTRUMENTS＆METHODS
LANGMUIR
JOURNAL　OF　COLLOID＆INTERFACE　SCIENCE
MOLECULAR＆CELLULAR　BIOLOGY
PLANTA
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総回答誌数　3546件
数件 順位
???????????????????1 ?????????????????????????
????????
ANNALS　OF　MATHEMATICS
ASTROPHYSICAL　JOURNAL
A．L　CH．E．JOURNAL
BRAIN　RESEARCH
CHEMICAL　PHYSICS　LETTERS
CIRCULATION
INVENTIONES　MATHEMATICAE
JOURNAL　OF　MOLECULAR　BIOLOGY
JOURNAL　OF　ORGANIC　CHEMISTRY
TRANSACTIONS　OF　ASME
CANCER
EARTHQUAKE　ENGINEERING＆STRUCTURAL　DYNAMICS
JOURNAL　DE　PHYSIQUE
NUCLEAR　SCIENCE＆ENGINEERING
PHYTOCHEMISTRY
TETRAHEDRON
WATER　RESEARCH
BIOTECHNOLOGY＆BIOENGINEERING
ENDOCRINOLOGY
GEOTECHNIQUE
JOURNAL　OF　CELL　BIOLOGY
JOURNAL　OF　VACUUM　SCIENCE＆TECHNOLOGY
METALLURGICAL　TRANSACTIONS
AMERICAN　JOURNAL　OF　PSYCHIATRY
ANNALS　OF　THORACIC　SURGERY
BULLETIN　OF　THE　SEISMOLOGICAL　SOCIETY　OF　AMERICA
GEOPHYSICAL　RESEARCH　LETTERS
INTERNATIONALJOURNAL　OF　HEAT＆MASS　TRANSFER
JOURNAL　OF　BONE＆JOINT　SURGERY
JOURNAL　OF　EXPERIMENTAL　MEDICINE
JOURNAL　OF　HYDRAULIC　ENGINEERING
JOURNAL　OF　THE　AMERICAN　CERAMIC　SOCIETY
JOURNAL　OF　THE　ELECTROCHEMICAL　SOCIETY
NEW　ENGLAND　JOURNAL　OF　MEDICINE
NUCLEAR　FUSION
OECOLOGIA
SURFACE　SCIENCE
WOOD　SCIENCE＆TECHNOLOGY
ANALYTICAL　CHEMISTRY
BLOOD
BRITISH　JOURNAL　OF　PSYCHIATRY
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??????????????????????26
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
????
〃
〃
〃
〃
?????〕
〃
〃
〃
?????
〃
〃
〃
〃
??
〃
〃
〃
〃
〃
????
〃
CHEMICAL　ENGINEERING　SCIENCE
FEBS　LETTERS
GASTROENTERLOGY
GENES＆DEVELOPMENT
JOURNAL　OF　MATERIALS　SCIENCE
JOURNAL　OF　NEUROSCIENCE
JOURNAL　OF　NUCLEAR　MECICINE
JOURNAL　OF　THORACIC＆CARDIOVASCULAR　SURGERY
JOURNAL　OF　VIROLOGY
MATHEMATISCHE　ANNALEN
MOLECULAR　CRYSTALS＆LIQUID　CRYSTALS
SOLID　STATE　COMMUNICATIONS
ZEITSCHRIFT　FUR　PHYSIK
ACTA　CRYSTALLOGRAPHICA
ACTA　METALLURGICA
AMERICAN　JOURNAL　OF　PHYSIOLOGY
ANGEWANDTE　CHEMIE，INTERNATIONAL　EDITION　IN　ENGLISH
ASTRONOMY＆ASTROPHYSICS
CHEMICAL　ABSTRACTS
ECOLOGY
JOURNAL　OF　CHEMICAL　SOCIETY
JOURNAL　OF　CHEMICAL　SOCIETY，CHEMICAL　COMMUNICATIONS
JOURNAL　OF　CLINICAL　INVESTIGATION
JOURNAL　OF　COMPUTATIONAL　PHYSICS
JOURNAL　OF　PHARMACEUTICAL　SCIENCES
JOURNAL　OF　STATISTICAL　PHYSICS
JOURNAL　OF　THE　ACOUSTICAL　SOCIETY　OF　AMERICA
JOURNAL　OF　THE　ATMOSPHERIC　SCIENCES
MOLECULAR　PHYSICS
PHILOSOPHYCAL　MAGAZINE
POLYMER
RADIOLOGY
SOIL　SCIENCE
?????????????????
3　おわりに
　新しいサービスを開始するにあたって、利用者の方々に対してどのような方法で行うべきかという今回
のアンケートの目的は、多くの回答をいただいて、ほぼ達成できたと、思われる。今後は、このアンケート
の結果を踏まえて、実際のサービス開始にむけての作業を続けていきたい。
　最後、調査にご協力いただきました皆様に厚くお礼中しあげます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　利用者動向調査ワーキンググループ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報サービス課　図書館専門員　谷　口　敏　夫
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